
　

昨
年
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。

　

皆
様
の
心
に
届
く
広
報
紙
を
目
指
し
、
真
心
を
込
め
て
製

作
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
広
報
い
わ
く
に
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

謹
賀
新
年
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2広報いわくに

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心

新
た
に
、
令
和
４
年
の
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全
国
的
に
感

染
拡
大
し
、
感
染
拡
大
防
止
対
策
や
経

済
対
策
な
ど
に
全
力
を
尽
く
し
て
き
た

一
年
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

医
療
従
事
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

の
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
接
種
希
望

者
へ
の
接
種
は
進
み
、
現
在
、
接
種
率

は
、
85
％
を
超
え
て
お
り
、
こ
こ
に
、

改
め
て
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
月
か
ら
３
回
目
の
追
加
接
種
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後

は
、
感
染
状
況
を
注
視
し
な
が
ら
、
感

染
防
止
対
策
と
社
会
経
済
活
動
を
両
立

さ
せ
て
い
く
「
新
た
な
日
常
」
に
向
け

て
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
手
を
取
り
合

い
、
前
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
昨

年
は
、
大
型
遊
具
を
有
す
る
愛
宕
山
ふ

く
ろ
う
公
園
を
は
じ
め
、
南
岩
国
駅
の

駅
舎
や
岩
国
駅
前
交
番
、 

岩
国
海
洋
環

境
試
験
評
価
サ
テ
ラ
イ
ト
な
ど
の
施
設

が
完
成
し
、
そ
の
供
用
を
開
始
す
る
な

ど
、
着
実
な
進
展
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
岩
国
の
未
来
を
か
た
ち
づ

く
る
、
藤
生
長
野
バ
イ
パ
ス
を
は
じ
め

と
す
る
幹
線
道
路
網
の
整
備
や
岩
国
駅

周
辺
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
つ
な
が
る

岩
国
駅
東
西
の
再
開
発
事
業
、
黒
磯
地

区
の
岩
国
医
療
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
お
け

る
福
祉
・
科
学
学
習
施
設
を
核
と
し
た

「
い
こ
い
と
学
び
の
交
流
テ
ラ
ス
」
整

備
事
業
な
ど
も
着
々
と
進
ん
で
お
り
、

今
後
と
も
、
早
期
実
現
に
向
け
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
年
３
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
岩

国
駅
東
口
に
、
英
語
の
学
び
や
国
際
交

流
な
ど
の
拠
点
と
な
る
「
英
語
交
流
セ

ン
タ
ー
」
を
オ
ー
プ
ン
す
る
と
共
に
、

「
錦
帯
橋
の
桜
」を
日
本
全
国
へ
ア
ピ
ー

ル
す
る
「
２
０
２
２
全
国
さ
く
ら
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

私
も
、
ま
ち
づ
く
り
の
流
れ
を
と
め

る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
、
市
民
の
安

心
・
安
全
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
、
更

な
る
飛
躍
を
目
指
し
、
市
民
の
皆
様
と

共
に
、
岩
国
の
新
た
な
可
能
性
に
挑
戦

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
明

る
く
希
望
に
満
ち
た
一
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

岩国市長
福田　良彦

夢をかたちに
　～市民の皆様と共に、
　　岩国の新たな可能性を目指して～

長長長長長長長長長長長
良良良良良良良良良良良良良良彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦彦

目指目指目指目指目指指指目指目指目指目指目指目指目指指指目目指目指してしてしてしてししてしてしてしてしてしてしてししてしてしてててし ～～～～～～～～～～

謹
賀
新
年

　岩国の新たなランドマークとして地域の起爆剤になることが
期待される複合ビルの外観イメージ。再開発事業は、民間事業
者の主導のもと官民が役割分担を踏まえながら連携し、事業が
進められている

イメージ

　藤生長野バイパス（藤生町から長野まで）を整備することに
より、現在の国道188号の慢性的な交通混雑の緩和や交通安全
の確保をはじめ、台風時の越波や地震時の浸水、交通事故発生
時の代替ルートの確保などの効果が期待される

イメージ

藤生長野バイパス

通津駅

藤生駅

JR山陽
本線

国道
188
号



基地を抱えていても
　日本一住みやすいまち岩国

岩国市議会議長
桑原　敏幸

基基基基基基基基基基基地地地地地地地地地地地地
　　　日日日日日日日日日日日日日日
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
令
和
４
年
の
年
頭
に
際
し
謹
ん
で

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
皆
様
方
の
日
ご
ろ
か
ら

の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
対
し
、
市
議
会

議
員
一
同
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
今
ま
で
に
経

験
を
し
た
こ
と
が
な
い
生
活
状
況
や
経

済
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
感
染
対
策
や
経
済

対
策
な
ど
に
つ
い
て
調
査
、
研
究
を
進

め
、
提
言
の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
市

長
へ
提
出
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

国
や
県
、
市
の
対
策
が
一
定
の
成
果

を
発
揮
し
て
い
る
中
で
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
上

で
、
さ
ら
な
る
対
策
を
行
う
必
要
が
あ

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
在
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、
落
ち
着
き
を

取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
い
ま
だ

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
３
月
に
「
愛

宕
山
ふ
く
ろ
う
公
園
」
が
供
用
開
始
と

な
り
、
こ
の
公
園
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言

え
る
巨
大
な
遊
具
が
完
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
子
育
て
世
代
は
も
と
よ
り
幅
広

い
世
代
の
皆
様
に
利
用
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
、
子
供
た
ち
の
楽
し
い

声
が
響
き
わ
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
公
園
は
、
近
年
の
環
境

変
化
に
よ
り
、
集
中
豪
雨
な
ど
の
今
ま

で
に
は
な
い
災
害
が
発
生
す
る
中
で
、

災
害
時
対
応
機
能
を
備
え
て
お
り
、
医

療
・
防
災
交
流
拠
点
の
広
場
と
し
て
大

い
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

岩
国
基
地
に
お
き
ま
し
て
は
、
日
米

共
同
訓
練
、
外
来
機
の
飛
来
、
大
型
艦

船
の
寄
港
な
ど
、
今
ま
で
の
運
用
に
変

化
が
あ
る
中
で
、
基
地
が
あ
る
ゆ
え
の

負
担
に
対
す
る
軽
減
策
に
つ
い
て
、
国

と
の
交
渉
を
し
っ
か
り
と
進
め
、
基
地

を
抱
え
て
い
て
も
日
本
一
住
み
や
す
い

ま
ち
岩
国
と
す
る
た
め
、
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
皆
様

の
最
も
身
近
な
存
在
と
し
て
各
地
域
の

均
衡
の
あ
る
発
展
並
び
に
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
な
に
よ
り
市
民

生
活
向
上
の
た
め
、
執
行
部
と
の
連
携

を
密
に
汗
を
流
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
幸
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。　

国国国国国国国国国国国国

　2021年３月にオープンした愛宕山ふくろう公園は平常時は、
市民の憩いの場として利用されているが、災害時には岩国医療
センターやいわくに消防防災センターと連携して災害支援活動
の拠点としての役割も担う

　市議会では市民の皆様一人一人が豊かな生活を送ることがで
きるよう、住みよい街「岩国」を目指して、年４回の定例会や
臨時会を開催し、さまざまな問題に対して、積極的な議論を行っ
ている

年頭のごあいさつ
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申告が必要か、確かめてみましょう!

 令和３年中に収入がありますか？
 ※遺族年金や障害年金、失業保険などの非課       
 税の給付のみの人は「いいえ」へ

 同居する家族の税法上の扶養親族になってい
 ますか？

 税務署へ確定申告をしますか？

 収入は公的年金（遺族年金・障害年金を除く）      
 のみでしたか？
 ※年金収入のない人は「いいえ」へ

 令和３年12月31日現在の年齢が
 ○65歳以上の人＝令和３年中の公的年金収入
 　　　　　　　　 が152万円以下ですか？
 ○65歳未満の人＝令和３年中の公的年金収入
 　　　　　　　　 が102万円以下ですか？

 給与所得者ですか？

 主たる給与収入以外の所得（営業・農業・不動   
 産など）の合計が20万円を超えていますか？

 勤務先で年末調整を行い、その内容に変更は
 ありますか？

 所得税のかかる人は  　　へ

 そのほかの人は 　　 　　 へ

いいえ

所得税と市・県民税の申告はお早めに！

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえいいえ

いいえ

いいえ

はい

いいえ

いいえ

　　　　  　　 令和４年１月１日に岩国市に
　　　　  　　 住民登録がありますか？

はい

いいえ
 令和４年１月１日に住民登録があった市区町
 村へ問い合わせてください

●３

●３

●１

●１

●２

●１

●２

へ

へ

へ へ へ

主たる給与収入以外に収入はありますか？

●３ へ

いいえ

スタート

市・県民税申告書はなるべく郵送で提出をお願いします！
　市・県民税申告書は、郵送でも提出することができます。新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、
できるだけ申告会場への来場を避け、郵送での提出にご協力ください。
　「令和４年度市・県民税申告書」と「申告書の書き方」は市ホームページからダウンロードできます。
※市ホームページは 1月中旬から閲覧できます。詳しくは課税課市民税班まで問い合わせてください

 所得税のかかる人は  　　へ

 そのほかの人は 　　 　　 へ

●１
●２

市から申告案内のはがきが届いていない場合でも、
　　　に該当する人は申告をお願いします●２●１

申告の必要な人は、申告受付期間中に申告をお願いします。
また国民健康保険料・後期高齢者医療保険料・介護保険料の申告も受け付けます。
問所得税＝岩国税務署☎（22）0111、市・県民税＝課税課☎（29）5054、総合支所、支所

申告受付期間 2/16㈬ ▶ 3/15㈫
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税務署に確定申告書を提出してください

課税課または総合支所、支所に市・県民税の申告書を提出してください

○税務署へ所得税の確定申告をした人
○令和３年中の所得が給与または年金だけで、その支払い者から市へ「給与支払報告書」または「公的年
金等支払報告書」が提出されている人

市・県民税を申告する必要はありません

　②の人は…

　①の人は…

　③の人は…

●令和３年中の各種所得金額の合計額が、所得控
除の合計額を超える人
　□ 商業・工業・農業・漁業・医業などを営み、
　　 事業所得があった人
　□ 地代・家賃収入や、不動産の売却などによ
　　 る所得があった人
●給与所得者の一部の人
　□ 給与収入が２千万円を超えた人
　□ 給与を２カ所以上から受け、年末調整され
　　 なかった給与収入金額と、給与所得・退職   
       所得以外の所得合計額が20万円を超えた人

　□ 給与所得や退職所得以外の所得の合計が20
　　 万円を超えた人
●確定申告をすると所得税が還付される人
　給与所得者や年金所得者などで確定申告をする
必要のない人でも、確定申告をすると源泉徴収さ
れた所得税が還付される場合があります。
　□ マイホームを住宅ローンなどで、新築・購
　　 入・増改築した人
　□ 多額の医療費を支払った人
　□ 災害や盗難に遭い、損害を受けた人
　□ 年の中途で退職し、再就職しなかった人で、
　　 年末調整を受けていない人
　□ 国や地方公共団体などへ寄付をした人

所得税の確定申告が必要な人 □

　

　令和４年１月１日現在、岩国市に住民登録があ
る人は、原則として市・県民税の申告が必要です。
●市・県民税の申告が必要な人
　□ 商業・工業・農業・漁業・医業などを営み、
　　 事業所得があった人
　□ 地代・家賃収入や、不動産の売却などによる
　　 所得があった人
　□ 生命保険契約などによる一時金や個人年金
　　 など一時所得や雑所得があった人
　□ 上場株式等以外による配当所得があった人
　□ 給与所得者で、勤務先から市へ給与支払報
　　 告書の提出がなかった人
　□ 年の中途で退職し、再就職しなかった人
　□ ２カ所以上から給与を受けた人
　□ 恩給・年金を受けた人で、社会保険料など
　　 の所得控除を受ける人
　□ 雑損控除・医療費控除などを受ける人
※給与以外の所得が20万円以下の場合、所得税
の確定申告をする必要はありませんが、市・県民

税の申告は必要です
※年金所得者で確定申告不要制度に該当する人で
も、市・県民税において控除の追加をする場合は、
市・県民税申告書の提出が必要です
※年金の源泉徴収票に配偶者控除、扶養などが記
載されている人は、申告が不要な場合もあります
●国民健康保険・後期高齢者医療保険・介護保険
に加入している人
　国民健康保険・後期高齢者医療保険・介護保険
の保険料は、申告された所得額などを基に計算し
ます。加入者および世帯内に加入者がいる世帯主
や世帯員は、保険料を正しく算定するため、申告
してください。
※上記保険に加入していない人も、世帯内に加入
者がいる場合、申告してください
※無収入または少額収入のみの人、遺族年金・障
害年金・失業給付金などの非課税収入のみの人で
あっても、同居する家族の税法上の扶養になって
いない場合、申告がないものと見なされ、保険料
の軽減が適用できない場合があります

市・県民税の申告が必要な人 □
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〇
発
熱
・
咳
・
風
邪
の
症
状
が
あ
る
人
は

来
庁
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

〇
必
ず
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
備
え
付
け
の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
に

よ
る
手
指
消
毒
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

〇
会
場
で
の
滞
在
時
間
を
短
縮
す
る
た
め
、

収
支
内
訳
書
や
医
療
費
控
除
等
の
明
細
書

は
、
作
成
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
し
く
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
確
認
書
類
と
身
元
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、
公
的
医
療
保
険
の
被
保

険
者
証
な
ど
）

●
次
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
書
類
を

用
意
し
て
く
だ
さ
い

〇
給
与
や
年
金
収
入
が
あ
っ
た
場
合

↓
令
和
３
年
分
の
源
泉
徴
収
票

〇
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
↓
収
支
内
訳
書
ま
た
は
収
入
・
支

出
の
内
容
が
分
か
る
も
の

〇
社
会
保
険
料
控
除
や
生
命
保
険
料
控

除
、
地
震
保
険
料
控
除
を
受
け
る
場
合

↓
保
険
料
の
支
払
証
明
書
な
ど

〇
配
偶
者
控
除
や
配
偶
者
特
別
控
除
を
受

け
る
場
合
↓
配
偶
者
の
所
得
金
額
が
分
か

る
も
の

〇
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
↓
医
療
費

控
除
ま
た
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
の
明
細
書

※
寝
た
き
り
の
人
の
お
む
つ
代
の
控
除
を

受
け
る
際
に
は
、
医
師
が
発
行
し
た
「
お

む
つ
使
用
証
明
書
」
な
ど

〇
雑
損
控
除
を
受
け
る
場
合
↓
災
害
・
盗

難
で
受
け
た
被
害
や
被
害
に
関
連
し
て
支

出
し
た
額
、
保
険
な
ど
か
ら
補
て
ん
さ
れ

る
額
の
分
か
る
も
の

〇
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
場
合

↓
寄
付
金
の
証
明
書

〇
所
得
税
に
お
い
て
、
配
当
控
除
や
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を
受
け
る
場
合

↓
控
除
に
必
要
な
書
類

　

市
・
県
民
税
に
お
い
て
、
特
定
配
当
等

お
よ
び
特
定
株
式
等
譲
渡
所
得
金
額
に
係

る
所
得
の
全
部
に
つ
い
て
申
告
不
要
と
す

る
場
合
、
原
則
と
し
て
確
定
申
告
書
の
提

出
の
み
で
申
告
手
続
き
が
完
結
で
き
る
よ

う
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
所
得
税
と
市
・
県
民
税
で
異
な

る
課
税
方
式
（
申
告
不
要
・
総
合
課
税
・

申
告
分
離
）
の
選
択
を
希
望
す
る
場
合
は
、

納
税
通
知
書
が
届
く
日
ま
で
に
、
課
税
方

式
選
択
申
告
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

土
地
・
建
物
・
株
式
譲
渡
等
の
分
離
課

税
・
青
色
申
告
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
や
そ
の
他
複
雑
な
内
容
の
申
告
に
つ
い

て
は
、
税
務
署
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
３
年
中
に
支
払
っ
た
社
会
保
険
料

は
、
申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
所
得
か
ら
全

額
控
除
さ
れ
ま
す
が
、
申
告
の
際
に
は
納

付
済
確
認
書
な
ど
、
支
払
金
額
が
確
認
で

き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
令
和
３
年
中
の

納
付
済
確
認
書
は
１
月
下
旬
に
送
付
す
る

予
定
で
す
。

問
保
険
年
金
課
☎（
29
）５
０
８
８

●
確
定
申
告
の
相
談
に
は
入
場
整
理
券
が

必
要
で
す

　

整
理
券
は
次
の
と
お
り
配
布
し
ま
す
。

①
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

友
だ
ち
登
録
し
、
来
場
希
望
日
時
を
選
ん

特
定
配
当
等
お
よ
び
特
定
株
式
等

譲
渡
所
得
金
額
に
係
る
申
告
手
続

き
を
す
る
人
へ

課
税
課
、
総
合
支
所
、
支
所
に
申

告
相
談
を
す
る
人
へ

国
民
健
康
保
険
料
な
ど
の
納
付
済

確
認
書

岩
国
税
務
署
か
ら

確
定
申
告
や
市
・
県
民
税
の
申
告

に
必
要
な
も
の

申
告
期
間
中
に
来
庁
予
定
の
皆
さ

ん
へ
の
お
願
い

で
事
前
発
行

※
希
望
日
の
10
日
前
か
ら
発
行
可

②
税
務
署
で
当
日
分
の
配
付

※
状
況
に
よ
り
後
日
の
来
場
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
申
告
書
の
作
成
は
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン

が
便
利
で
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
申
告
書
は
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
・
パ
ソ
コ
ン
で
作
成
し
、
自

宅
か
ら
送
信
（
提
出
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
令
和
３
年
分
の
申
告
か
ら
、
ス
マ
ホ
の

カ
メ
ラ
で
給
与
の
源
泉
徴
収
票
を
撮
影
す

れ
ば
、
金
額
や
支
払
者
情
報
な
ど
が
自
動

入
力
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

問
岩
国
税
務
署
☎（
22
）０
１
１
１

（
麻
里
布
町
七
丁
目
９
―
37
） 確定申告書作成

コーナー
友だち登録は
こちらから
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日時　２月16日㈬～３月15日㈫（土・日曜、祝日は除く）
　　　８時30分～16時
場所　市役所　２階課税課市民税班

開催日 受付時間 会場
2月18日㈮   9時30分～12時 川下供用会館

2月22日㈫
10時～12時 小瀬供用会館
14時～15時30分 装港供用会館

2月24日㈭
  9時30分～12時 中央公民館御庄分館
14時～15時 中央公民館藤河分館

2月25日㈮   9時30分～15時 愛宕供用会館

3月  1日㈫
10時～12時 中央公民館北河内分館 
14時～15時 中央公民館師木野分館

3月  2日㈬   9時30分～15時 平田住民ホール
3月  3日㈭   9時30分～12時 中央公民館南河内分館
3月  4日㈮   9時30分～15時 中央公民館
3月  8日㈫   9時30分～15時 灘供用会館
3月  9日㈬   9時30分～15時 中央公民館通津分館

【美和・本郷】

【岩国】

【由宇】

【玖珂】

開催日 受付時間 会場
２月16日㈬

9時30分～15時

周東中田公民館
２月17日㈭

周東祖生公民館
２月18日㈮
２月21日㈪ 周東川越公民館
２月22日㈫ 周東米川公民館
２月24日㈭ 周東南総合センター

【周東】

【錦・美川】

開催日 受付時間 会場
2月16日㈬

9時30分～15時

南桑出張所
2月17日㈭
2月18日㈮

美川支所2月21日㈪
2月22日㈫
2月24日㈭

深須出張所
2月25日㈮
2月28日㈪

高根出張所3月  1日㈫
3月  2日㈬

開催日 受付時間 会場
２月16日㈬

10時～15時

 北門ふるさと交流館
２月17日㈭  秋掛構造改善センター
２月18日㈮

 本郷ふるさと交流館
２月21日㈪

●出張申告受け付け

●出張申告受け付け

日時　２月16日㈬～３月15日㈫（土・日曜、祝日は除く）
　　　８時30分～16時　　　
場所　由宇総合支所　１階市民福祉課
　広報いわくに２月１日号と同時に配布する「由宇総合支
所だより２月号」で対象地区・時間などを確認してください。

日時　２月25日㈮～３月15日㈫（土・日曜は除く）
　　　８時30分～16時　　　
場所　総合センター日向　１階会議室１
　広報いわくに２月１日号と同時に配布する「所得税、市
県民税の申告について（お知らせ）」で対象地区・時間など
を確認してください。
●出張申告受け付け

日時　２月16日㈬～３月15日㈫（土・日曜、祝日は除く）
　　　８時30分～16時
場所　総合センター奏　１階会議室１
　１月13日発行の地域版「今月のお知らせ」および広報
いわくに２月１日号と同時に配布する「申告日程表」で対
象地区・時間などを確認してください。

日時　３月３日㈭～15日㈫（土・日曜は除く）
　　　９時～16時
場所　錦総合支所　１階会議室１
　広報いわくに２月１日号と同時に配布する「市・県民税
の申告について」で対象地区・時間などを確認してください。

日時　２月22日㈫～３月15日㈫（土・日曜、祝日は除く）
　　　９時～16時　　　
場所　美和総合支所　１階市民福祉課および本郷支所
　広報いわくに２月１日号と同時に配布する「市・県民税
の申告について」で対象地区・時間などを確認してください。

●出張申告受け付け

市・県民税の申告受け付け、出張申告受け付け
　開催日、受付時間を確認し来場してください。住んでいる地区の日時で都合がつかないときは、別の地区の
会場または課税課、総合支所、支所で申告してください（郵送可）。
　また国民健康保険料・後期高齢者医療保険料・介護保険料の申告も各会場で受け付けます。

所得税などの確定申告の相談
対象税目 申告相談期間 受付・相談時間 場所

○所得税及び復興特別所得税
○個人事業者の消費税・地方消費税　
○贈与税※

１月24日㈪～３月15日㈫
（土・日曜、祝日は除く）
 ※贈与税は２月16日㈬～

○受付＝８時30分～16時
○相談＝９時～17時

岩国税務署

※感染症対策のため申告相談期間を例年よりも早めています

申告時期は、駐車場が大変混雑します。できるだけ公共交通機関を利用してください。



夢
の
チ
ー
ム
が
岩
国
に

選
手
か
ら
の
指
導
に
熱
心
に
耳
を
傾

け
、
楽
し
く
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
ド
リ
ー
ム
・

チ
ー
ム
と
岩
国
市
選
抜
チ
ー
ム
と
の

親
善
試
合
が
行
わ
れ
、
現
役
時
代
を

ほ
う
ふ
つ
さ
せ
る
元
日
本
代
表
選
手

の
華
麗
な
プ
レ
ー
に
会
場
か
ら
は
大

き
な
拍
手
と
歓
声
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
よ
り
多
く
の
市
民

が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
明
る
く
健

康
に
過
ご
せ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎（
29
）５
１
０
３

宝くじスポーツフェア
ドリーム・サッカー in 岩国

　

11
月
21
日
、
愛
宕
ス
ポ
ー
ツ
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
陸
上
競
技
場
（
55

フ
ィ
ー
ル
ド
）
で
ド
リ
ー
ム
・
サ
ッ

カ
ー
in
岩
国
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
元
日

本
代
表
と
元
日
本
代
表
に
準
ず
る
選

手
で
構
成
さ
れ
る
ド
リ
ー
ム
・
チ
ー

ム
が
親
善
試
合
や
サ
ッ
カ
ー
教
室
な

ど
を
行
い
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や

地
域
社
会
の
発
展
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

午
前
中
は
少
年
少
女
サ
ッ
カ
ー
教

室
が
行
わ
れ
、
子
供
た
ち
は
憧
れ
の

市政
PICK－UP

8広報いわくに

親善試合ではドリーム・チームの選手が試合
の解説を行い、会場を盛り上げた



心
を
つ
な
ぎ
、
た
す
き
を
つ
な
ぐ

　

12
月
５
日
、
愛
宕
ス
ポ
ー
ツ
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
陸
上
競
技
場
（
55
フ
ィ

ー
ル
ド
）で
「
日
米
親
善
リ
レ
ー
マ

ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
米
交
流
を
目
的
と
し
た
こ
の
大

会
に
は
１
３
６
チ
ー
ム
、
１
４
０
０

人
が
参
加
し
、１
周
１
・
４
㎞
の
コ
ー

ス
で
３
時
間
の
周
回
数
を
競
い
ま
し

た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
昨

年
５
月
に
中
止
と
な
っ
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
で
岩
国
市
聖

火
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
走
る
予
定
だ
っ

た
美
和
町
出
身
の
三
浦
由
子
さ
ん
と

岩
国
中
学
２
年
の
福
永
陽
果
さ
ん
が

ト
ー
チ
キ
ス
を
行
い
、
大
会
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
趣
向
を
凝
ら
し
た
仮
装

で
参
加
す
る
チ
ー
ム
や
声
を
掛
け
合

う
日
米
の
チ
ー
ム
、
職
場
や
ス
ポ
ー

ツ
仲
間
な
ど
と
一
緒
に
参
加
し
た
チ

ー
ム
が
爽
や
か
な
汗
を
流
し
な
が
ら

た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

市
は
来
年
も
日
米
交
流
や
ス
ポ
ー

ツ
を
気
軽
に
親
し
め
る
本
大
会
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎（
29
）５
１
０
３

日米親善リレーマラソン

今年３月で休校となる美川小学校の生徒がラストイ
ヤーと書かれたおそろいのユニフォームで参加した

仮装賞を狙う日米両チームがエールを送り合い、交流
を深めた

身振りを交えながら表情豊かに英語でスピーチする出
場者

　

11
月
14
日
、
岩
国
市
民
文
化
会
館

で
第
59
回
日
本
語
・
英
語
ス
ピ
ー
チ

コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
日
本
人
は
英
語
で
、

ア
メ
リ
カ
人
は
日
本
語
で
ス
ピ
ー
チ

す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
習
意
欲
の
向

上
と
日
米
双
方
の
文
化
体
験
や
交
流

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
小
学
生
か
ら
大

学
生
ま
で
の
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人

35
人
が
出
場
し
、
出
場
者
が
自
由
に

設
定
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
１
〜

３
分
間
で
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し
た
。

　

愛
宕
小
学
校
に
転
入
し
た
ア
メ
リ

カ
人
出
場
者
が
「
初
め
は
日
本
語
が

よ
く
わ
か
ら
ず
、
早
く
ア
メ
リ
カ
に

帰
り
た
い
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
け

ど
、
日
本
人
の
友
達
が
で
き
て
か
ら

は
学
校
が
楽
し
く
な
っ
た
」
と
一
生

懸
命
に
日
本
語
で
話
す
と
、
会
場
内

か
ら
は
暖
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

市
は
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
の
開

催
な
ど
を
通
し
て
、
今
後
も
多
文
化

共
生
推
進
の
た
め
日
米
の
文
化
を
学

ぶ
機
会
の
創
出
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問
都
市
交
流
室
☎（
29
）５
２
１
１

多
言
語
を
学
ん
で
相
互
理
解
を

出場者のスピーチ後は講評が行われ、優秀者には賞状
と記念品が授与された

第59回日本語・英語
スピーチコンテスト

9 2022.1.1
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す
ま

い
る

Smile

Vol.151

蔵重　伸
のぶ
さん

（砂山町在住）

市内で行う生け花教室には日本人はもちろんアメ
リカ人の生徒も多数在籍する

　
「Excellent!

」「W
onderful!

」市
内
に

住
む
ア
メ
リ
カ
人
に
流
ち
ょ
う
な
英
語
で
生

け
花
を
教
え
る
の
は
池
坊
岩
国
支
部
長
で
池

坊
特
別
嘱
託
講
師
の
蔵
重
伸
さ
ん
で
す
。

　

高
知
県
で
生
ま
れ
た
蔵
重
さ
ん
は
母
親
が

華
道
と
茶
道
の
先
生
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

幼
い
頃
か
ら
お
花
と
お
茶
が
身
近
に
あ
る

生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
日
本
古
来
の

生
活
様
式
が
日
常
の
家
で
し
た
が
家
訓
は

「N
ever give up! T

ry harder!

」
前
向

き
で
変
化
も
い
と
わ
な
い
面
を
併
せ
持
つ
家

庭
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
結
婚
し
夫
の
勤
務
先
で
あ

る
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
住
す
る

こ
と
に
な
っ
た
蔵
重
さ
ん
。
女
性
が
社
会
の

最
前
線
で
活
躍
す
る
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
を

体
感
し
、
当
時
の
日
本
が
世
界
に
大
き
く
後

れ
を
取
っ
て
い
る
と
感
じ
た
と
言
い
ま
す
。

華
道
技
術
の
研
さ
ん
に
励
み
、
そ
の
間
に
山

口
県
立
大
学
の
国
際
文
化
修
士
号
も
取
得
し

ま
し
た
。
そ
の
実
力
を
認
め
ら
れ
、
外
務
省

と
池
坊
家
元
か
ら
女
性
初
の
特
別
派
遣
講
師

と
し
て
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
延
べ
60
カ
国
以

上
で
生
け
花
の
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
池
坊
短
期
大
学
の
常
勤
教
授
、

岩
国
短
期
大
学
な
ど
の
非
常
勤
講
師
や
県
内

ラ
ジ
オ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
務
め
る
な
ど
、

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

８
年
間
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
池
坊
北
米
事

務
所
長
を
務
め
、
現
在
は
市
内
で
生
け
花
と

茶
道
の
教
室
を
開
い
て
い
る
蔵
重
さ
ん
は
、

岩
国
に
特
別
な
思
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
「
岩
国
市
は
人
口
の
約
１
割
が
ア
メ
リ
カ

人
の
国
際
都
市
で
す
。
生
け
花
や
お
茶
が
日

本
人
と
外
国
人
と
を
つ
な
ぐBridge

（
架

け
橋
）
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
続
け
た
い
と
思
い
ま

す
」
華
々
し
い
笑
顔
で
力
強
く
話
す
蔵
重
さ

ん
の
目
は
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

華道の中でも特別な意味を持つハスを使い
イリノイ大学で講習を行った

　

そ
ん
な
ア
メ
リ
カ
生
活
の
中

で
蔵
重
さ
ん
の
心
境
に
変
化
を

与
え
る
出
来
事
が
起
こ
り
ま
す
。

　
「
隣
の
家
に
住
ん
で
い
た
イ

タ
リ
ア
人
の
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
日
本
文
化
や
生
け
花
に

つ
い
て
深
く
聞
か
れ
た
時
、
何

も
答
え
ら
れ
な
い
自
分
を
と
て

も
恥
ず
か
し
く
思
い
ま
し
た
」

　

帰
国
後
、
改
め
て
華
道
を
学

び
直
そ
う
と
、
京
都
の
華
道
家

元
池
坊
中
央
研
修
学
院
に
入
学
、

吉香茶室で開催した生け花展示「月下秋思」
にはアメリカ人の弟子たちも訪れた

い
け
ば
な
は
世
界
を

　
　
　

つ
な
げ
るBridge

　池坊岩国支部長。世
界各国で生け花の指導
を行い、ドイツのボン
国立博物館などで生け
花の展示や講演などを
行ってきた。同志社大
学や山口県立大学など
では非常勤講師を務め、
現在は市内を中心に活
動している。
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２年ぶりに開催、
　　　山代神楽共演大会
　11月28日、ハーモニーみわで山代神楽
共演大会が開催されました。昨年はコロ
ナ禍で開催されなかったため、２年ぶり
の公演となりましたが、参加した10団体
は心を込めた舞を披露しました。迫力の
ある演技に、小さな子供を含む多くの観
客から盛大な拍手が送られました。
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由宇町の「お弁当」集合

　11月12日・13日、周東川越公民館
で川越作品展示会が開催されまし
た。川越地域の自主活動グループ
のメンバーと周北小学校の児童が
作品を出展し、生け花や手芸など
さまざまな芸術作品が飾られまし
た。
　おはぎや野菜などの販売もあり、
訪れた人は楽しそうに会場を回っ
ていました。

　11月10日、岩国西商工会女性部由宇支部が、まちの駅内で町
内各店舗の弁当を集め、販売しました。冷たい小雨が降る中、
集まったおいしそうな弁当を求め、開店前から行列が出来まし
た。買い物客は開店と同時にお目当ての弁当を買い、用意され
た約100個の弁当は、すぐに完売しました。

　11月16日、美川カレッジの「錦
帯橋散策」が開催されました。
　参加者18名は、錦帯橋を渡り、
ノルディックウオーキングで吉香
公園の紅葉谷から岩国城を目指し
て、ゆっくり歩きました。岩国城
の歴史を職員に聞きながら、参加
者全員で秋を満喫し、山頂から見
る錦帯橋周辺の景色の素晴らしさ
を再認識しました。

自慢の一品をどうぞ

い～のこ　いのこ！
　11月６日、錦町広瀬の３つの地区で「亥

い

の子」が行われ、数
週間前から準備をしてきた子供たちが、昼過ぎから夜にかけ地
域の家を一軒一軒回りました。同じ地域でも地区ごとに手法が
少し異なりますが、亥の子歌を歌いながら石をつくこのお祭り
は、昔から続く季節の風物詩です。

ノルディックウォーキ
ングで秋を楽しむ

12
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　11月23日､本郷ふるさと交流館でふるさと歴史講演会が開催
されました。萩博物館より講師を迎え、講和の中では萩の世界
遺産や山代の区長を務めた杉

すぎみんじ

民治の弟である吉田松陰との関わ
りなどについて話されました。興味深い歴史に来場者は真剣に
耳を傾けていました。

歴史の濃い本郷町で歴史講演会

　11月21日、美和駅伝競走大会が開催されました。全32チーム
が参加し「精一杯仲間のために走りたい」「区間記録を目指し
たい」「頑張って完走したい」などさまざまな思いを胸に襷を
つなぎました。中継所やゴール地点では、観戦者が沿道から拍
手で応援し、町に活気があふれる大会となりました。

町を襷
たすき

でつないで

使う度うれしくなる
ボールペン♪

　11月27日、玖珂こどもの館で、
わくわく教室が開催され、ドライ
フラワーやビーズなどの小物を
使ってオリジナルのハーバリウム
ボールペンを作りました。
　参加した子供たちは、小物選び
や配置に苦戦したものの、自分だ
けのボールペンが完成すると「き
れいだね！」とうれしそうに見せ
合っていました。

　12月５日、こども館にっこりで
「お琴にふれよう！」が開催され
ました。参加した５人の小学生は
初めのうちは恐る恐る琴に触れて
いましたが、講師からの優しく丁
寧な指導により徐々に緊張が解け
ていきました。最終的には一人で
「お正月」などの曲が弾けるよう
になり、達成感と満足感を味わえ
る楽しい時間になりました。

お琴で一曲
弾けるようになったよ！



●
乾
燥
肌

[187]

食
推
さ
ん
の

食
べ
て
み
ん
さ
い

お
い
し
い
け
ぇ
！

卵とキノコのオイスター
ソース炒め

もう一品というときの味方
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乾
燥
肌
と
は
、
肌
の
水
分
・
皮
脂
が
不
足

し
て
潤
い
が
な
く
な
っ
て
い
る
状
態
で
、
入

浴
後
や
洗
顔
後
に
肌
が
つ
っ
ぱ
る
、
全
身
が

カ
サ
カ
サ
す
る
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
、
か

ゆ
み
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
湿
疹
を
生
じ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

特
に
乾
燥
し
や
す
い
の
は
、
す
ね
、
腕
な

ど
の
部
位
で
す
。
顔
で
は
目
、
口
の
周
り
な

ど
が
乾
燥
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
乾
燥
肌
の

原
因
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
空
気
の
乾
燥

　

季
節
的
な
空
気
の
乾
燥
だ
け
で
な
く
、
長

時
間
の
エ
ア
コ
ン
に
よ
る
乾
燥
に
も
注
意
が

必
要
で
す
。

②
誤
っ
た
ス
キ
ン
ケ
ア
や
入
浴
法

　

熱
過
ぎ
る
お
湯
で
の
洗
顔
や
入
浴
は
肌
の

乾
燥
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
ま
た
ナ
イ
ロ
ン
タ

オ
ル
な
ど
の
硬
い
も
の
で
皮
膚
を
ゴ
シ
ゴ
シ

こ
す
る
こ
と
も
避
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
洗
顔

は
人
肌
程
度
の
ぬ
る
ま
湯
で
、
優
し
く
洗
い

ま
し
ょ
う
。

③
紫
外
線
の
ダ
メ
ー
ジ

　

紫
外
線
に
よ
り
、
皮
膚
の
１
番
外
側
の
角

質
層
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
肌
の
バ
リ
ア
機

能
が
損
な
わ
れ
る
た
め
に
乾
燥
肌
を
引
き
起

こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
過
度
に
紫
外
線
を

浴
び
る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

④
ビ
タ
ミ
ン
不
足

　

特
に
ビ
タ
ミ
ン
B
群
は
健
や
か
な
皮
膚
を

保
つ
の
に
必
要
な
栄
養
素
で
す
。
偏
り
の
な

い
食
事
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
加
齢
の
影
響

　

個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、
加
齢
に
伴
い
肌

の
水
分
保
持
能
力
が
低
下
し
て
乾
燥
肌
が
起

き
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

①
〜
⑤
に
加
え
て
乾
燥
肌
の
ケ
ア
で
大
切

な
の
は
、
適
切
な
「
保
湿
剤
」
を
外
用
す
る

こ
と
で
す
。
保
湿
剤
に
は
、
ロ
ー
シ
ョ
ン
、

ク
リ
ー
ム
、
フ
ォ
ー
ム
状
の
も
の
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
肌
に
合
っ
た
保
湿
剤
を
た
っ
ぷ
り
と
使
っ

て
、
し
っ
と
り
健
や
か
な
皮
膚
を
保
ち
ま

し
ょ
う
。
す
で
に
皮
膚
炎
を
起
こ
し
て
い
た

り
、
肌
を
引
っ
か
い
て
し
ま
っ
た
り
し
て
い

る
場
合
な
ど
は
、
適
切
な
治
療
を
し
な
い
と

さ
ら
に
悪
化
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
時
は
、

た
だ
の
乾
燥
肌
と

自
己
判
断
を
せ
ず
、

早
め
に
医
療
機
関

に
相
談
す
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

　

●エネルギー 154kcal/人　●食塩相当量 0.8g/人

材料（２人分）

③キノコがしんなりしてきたら卵とオイスターソー
　スを加えて炒め合わせる。
★ひとことポイント★
　お好みで白髪ネギを添えてもおいしいです。

レシピ提供：岩国市食生活改善推進協議会

①ショウガはみじん切りにし、シメジは小房に分け
　ておく。シイタケは薄切りにし、エリンギは食べや
　すい大きさに切っておく。ニラはざく切りにして
　おく。
②フライパンにＡを入れ火にかけ、ショウガの香り
　がしてきたらＢを入れて炒める。

・ショウガ…１かけ
・ごま油…大さじ１　　　　　　
・シメジ…50g
・シイタケ…３枚
・エリンギ…1/2パック
・ニラ…1/2束

・卵…２個
・オイスターソース
　　　…小さじ２
・白髪ネギ…適宜

作り方

Ｂ

A



冬
場
の
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
　

感
染
防
止
対
策

　

冬
場
は
寒
さ
の
た
め
換
気
が
行
わ
れ
に
く

く
な
る
こ
と
、
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
と
な
ど

に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
が
流
行

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
寒
い
環
境
で
も
換
気

テ
ー
プ
な
ど
で
巻
い
て
、

間
の
な
い
状
態

に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
水
道
局
工
務
課
☎（
22
）１
１
９
８

水
道
局
玖
西
事
業
所
☎（
84
）３
５
９
４

消
防
出
初
式

日
時 

1
月
９
日
㈰　

９
時
〜

場
所 

愛
宕
山
ふ
く
ろ
う
公
園

※
今
年
度
は
規
模
を
縮
小
し
、
一
斉
放
水
は

行
い
ま
せ
ん

※
雨
天
の
場
合
は
式
典
の
み
行
い
ま
す

問
危
機
管
理
課
☎（
34
）０
０
１
９

岩
国
城
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
の
運
休

と
岩
国
城
の
休
館

　

岩
国
城
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
は
点
検
、
設
備
整

備
工
事
の
た
め
、
次
の
期
間
運
休
し
ま
す
。

併
せ
て
岩
国
城
も
休
館
し
ま
す
。

期
間　

１
月
11
日
㈫
〜
31
日
㈪

問
錦
川
鉄
道
㈱
岩
国
管
理
所

☎（
41
）１
４
７
７

令
和
２
年
国
勢
調
査
の
結
果

　

令
和
２
年
10
月
１
日
現
在
で
実
施
さ
れ
た

国
勢
調
査
の
岩
国
市
の
結
果
を
公
表
し
ま
す
。

人
口　

12
万
９
１
２
５
人

世
帯
数　

５
万
７
９
１
１
世
帯

問
情
報
統
計
課
☎（
29
）５
０
２
２

市
役
所
前
芝
生
広
場
の利

用
休
止

　

市
役
所
本
庁
舎
前
の
芝
生
広
場
は
下
水
道

調
整
池
工
事
の
た
め
、
１
月
か
ら
当
分
の
間

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
隣
接
の
公
園
広
場
や
遊
具
は
利
用
で
き
ま

す問
総
務
課
☎（
29
）５
０
３
０

公
園
景
観
課
☎（
29
）５
１
０
８

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
が

発
行
さ
れ
ま
す

　

令
和
３
年
中
に
厚
生
年
金
保
険
、
国
民
年

金
な
ど
老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
を
受
け
取
っ
た
人
に
「
令
和
３
年
分

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
発
行
さ
れ

ま
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
発
送
し
ま
す
。
届
い
た
源
泉
徴
収
票
は
所

得
税
な
ど
の
確
定
申
告
の
際
に
必
要
で
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

問
岩
国
年
金
事
務
所
☎（
24
）２
２
２
２

を
行
い
、
適
度
な
保
湿
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状
況
に
は
波
が

あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

も
収
束
と
感
染
拡
大
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
感
染
予
防

効
果
は
１
０
０
％
で
は
な
い
た
め
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
後
も
引
き
続
き
、
基
本
的
な
感
染
防

止
対
策
を
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

〇
鼻
に
す
き
間
な
く
マ
ス
ク
を
着
用

〇
手
洗
い
や
手
指
消
毒
の
徹
底

〇
窓
の
開
放
に
よ
る
換
気
（
30
分
に
１
回
以

上
、
数
分
間
、
窓
を
全
開
ま
た
は
常
時
窓
を

少
し
開
け
、連
続
的
に
外
気
を
取
り
入
れ
る
）

〇
適
度
な
保
湿
（
加
湿
器
の
使
用
や
洗
濯
物

の
室
内
干
し
な
ど
を
行
い
、
湿
度
を
40
〜

60
％
に
保
つ
）

問
健
康
推
進
課
☎（
24
）３
７
５
１

水
道
管
に
冬
支
度
を
！

 

水
道
管
は
、
気
温
が
著
し
く
下
が
る
と
凍

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
次
の
よ
う
な
も
の

は
、
早
め
に
保
温
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
水
道
管　

○
家

の
北
側
な
ど
で
、
日
の
当
た
ら
な
い
場
所
に

あ
る
水
道
管　

○
風
当
た
り
の
強
い
所
に
あ

る
水
道
管　

○
家
の
外
に
あ
る
蛇
口

保
温
方
法　

給
水
管
や
蛇
口
部
分
に
専
用
の

保
温
材
ま
た
は
布
を
巻
き
、
そ
れ
ら
が
濡
れ

な
い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
や
ビ
ニ
ー
ル

お
知
ら
せ

15 2022.1.1

●
市

役

所
☎（
29
）５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所
☎（
63
）１
１
１
１

●
周
東
総
合
支
所
☎（
84
）１
１
１
１

●
玖
珂
支
所
☎（
82
）２
５
１
１

●
錦
総
合
支
所
☎（
72
）２
１
１
１

●
美
川
支
所
☎（
76
）０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所
☎（
96
）１
１
１
１

●
本
郷
支
所
☎（
75
）２
３
１
１
岩国市役所　〒740－8585
岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など
をお届けします。



じ
ん
け
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
１

in
い
わ
く
に
受
賞
者

　

11
月
10
日
、
市
民
文
化
会
館
で「
じ
ん
け

ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
１
in
い
わ
く
に
」が
開

催
さ
れ
、
人
権
に
関
す
る
作
品
入
賞
者
（
市

内
の
中
高
生
）
へ
の
表
彰
や
特
選
作
品
の
発

表
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
集
は
市
内
の
図
書
館
、
総
合
支

所
、
支
所
、
出
張
所
、
人
権
課
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

●
特
選

○
ポ
ス
タ
ー
の
部　

山
元
千
桜
、
重
本
和
香

○
標
語
の
部　

岩
岡
沙
英

○
詩
の
部　

松
冨
稟
佳
、
吉
村
達
也

○
作
文
の
部　

田
村
春
瑠
、
河
村
寧
音

●
入
選
・
佳
作

○
ポ
ス
タ
ー
の
部

入
選　

益
本
紫
杏
、
川
嶋
ゆ
と
り
、
藤
本
都

香佳
作　

廣
本
絢
花
、
中
川
か
ほ
り
、
河
内
優

衣
、
益
本
晏
依

奨
励
賞　

佐
伯
直
哉

○
標
語
の
部

入
選　

上
田
萌
々
子
、
原
野
莉
歌

佳
作　

香
西
紗
奈
、
登
尾
愛
梨
、
星
野
心
美

○
詩
の
部

入
選　

岩
本
柚
、
水
津
音

佳
作　

小
山
姫
奈
、
小
松
美
琴

○
作
文
の
部

※
④
の
う
ち
①
と
同
居
し
て
い
る
場
合
は
、

令
和
３
年
12
月
24
日
に
支
給
済
み

申
請
期
間　

３
月
31
日
㈭
ま
で

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　
　

０
１
２
０（
５
２
６
）

１
４
５
（
９
時
〜
20
時
）　　

申
問
こ
ど
も
支
援
課
☎（
29
）５
０
７
５

母ぼ

し子
モ
♥
い
わ
く
に
の
提
供
が

始
ま
り
ま
す

 

１
月
か
ら
母
子
手
帳
ア
プ
リ
「
母
子
モ
♥

い
わ
く
に
」
の
提
供
を
開
始
し
ま
す
。

　

妊
産
婦
と
子
供
の
健
康
デ
ー
タ
の
記
録
・

管
理
や
予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
、

出
産
・
育
児
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
の
提
供
、

家
族
と
の
共
有
機
能
や
市
や
県
か
ら
の
情
報

配
信
な
ど
、
育
児
や
仕
事
に
忙
し
い
子
育
て

世
代
の
人
を
支
援
す
る
便
利
な
機
能
が
充
実

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
い
わ
く
に
子
育
て
ア
プ
リ
を
利
用
中

の
人
は
、
３
月
末
で
サ
ー
ビ
ス
を
終
了
し
ま

入
選　

穐
山
桃
子
、
玉
井
瞬
一
郎
、
古
川
匠

佳
作　

升
本
百
珈
、
御
神
村
朱
織
、
宮
内
健

佑
、
郷
原
菜
月　
　
　
　
　
　
　
《
敬
称
略
》

●
学
校
賞

灘
中
学
校
、
岩
国
商
業
高
等
学
校

問
人
権
課
☎（
29
）５
０
８
０

子
育
て
世
帯
に
臨
時
特
別
給
付

金
を
支
給
し
ま
す

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

対
す
る
経
済
支
援
と
し
て
、
子
育
て
世
帯
に

対
し
、
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象　

①
令
和
３
年
９
月
分
の
児
童
手
当
支

給
対
象
児
童
（
令
和
３
年
９
月
１
日
か
ら
10

月
31
日
に
生
ま
れ
た
児
童
手
当
支
給
対
象
児

童
含
む
）　

②
令
和
３
年
９
月
分
の
児
童
手

当
支
給
対
象
児
童
（
公
務
員
）　

③
令
和
３

年
11
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
児
童
手
当
支
給
対
象
児
童　

④
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
（
保
護
者
の
所

得
が
児
童
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
金
額
と

同
等
未
満
の
場
合
）

支
給
額　

児
童
１
人
当
た
り
５
万
円 

支
給
時
期　

①
＝
申
請
不
要
。
令
和
３
年
12

月
24
日
に
児
童
手
当
登
録
口
座
に
振
り
込
み

②
〜
④
＝
申
請
が
必
要
。
申
請
書
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
こ
ど
も
支
援
課
へ

す
の
で
「
母
子
モ
♥
い
わ
く
に
」
の
登
録
を

お
願
い
し
ま
す

問
こ
ど
も
支
援
課
☎（
29
）５
０
７
８
、
健
康

推
進
課
☎（
24
）３
７
５
１

都
市
計
画
案
の

　
　
　
　
　

縦
覧
を
行
い
ま
す

●
決
定
す
る
都
市
計
画

〇
岩
国
駅
前
南
地
区
地
区
計
画　

〇
岩
国
駅

前
南
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

縦
覧
期
間　

１
月
４
日
㈫
〜
18
日
㈫　

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く

場
所　

都
市
計
画
課

※
縦
覧
期
間
中
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
案

の
概
要
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

●
意
見
書
の
提
出

　

市
民
や
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
期
間
中
に

案
に
対
す
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

申
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
対
象
と
な
る

都
市
計
画
、
意
見
を
記
載
し
た
書
面
を
、
郵

送
ま
た
は
直
接
、
都
市
計
画
課
へ

問
都
市
計
画
課
☎（
29
）５
１
６
１

米
軍
の
弾
薬
処
理

日
時　

1
月
４
日
㈫
〜
６
日
㈭
・
13
日
㈭
・

14
日
㈮
・
17
日
㈪
・
25
日
㈫
・
26
日
㈬ 

８

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう。

ダウンロードは
こちらから

アプリイメージ

16広報いわくに



時
〜
17
時

場
所　

姫
子
島

※
都
合
で
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

問
基
地
政
策
課
☎（
29
）５
０
２
４

募
集指

定
ご
み
袋
へ
の
協
賛
広
告
主

を
募
集
し
ま
す

　

令
和
４
年
度
の
岩
国
市
指
定
ご
み
袋
の
広

告
主
を
募
集
し
ま
す
。
企
業
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
法
令
に
違
反
す

る
も
の
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
消
費
者
金
融
に
関

す
る
も
の
な
ど
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

広
告
枠　

最
大
６
枠

※
可
燃
性
・
不
燃
性
の
ご
み
袋（
大
）の
み

※
可
燃
性
・
不
燃
性
と
も
に
同
一
の
広
告
内

容
を
掲
載

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
掲
載
位
置
に
つ
い
て
は
、
広
告
主
決
定
後

に
抽
選

規
格
・
色

○
サ
イ
ズ
＝
縦
３
・
５
㎝
×
横
10
・
０
㎝
程
度

※
応
募
数
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

日勤
務
形
態　

月
曜
〜
金
曜
の
14
時
〜
18
時
30

分
、
土
曜
の
８
時
〜
18
時
30
分
の
う
ち
、
①

週
５
日
（
平
日
４
時
間
30
分
・
土
曜
５
時
間

30
分
）　

②
週
４
日
（
１
日
３
時
間
）

報
酬　

９
４
３
円
／
時
（
放
課
後
児
童
支
援

員
認
定
資
格
を
持
っ
て
い
る
人
は
1
0
9
0

円
／
時
）

※
通
勤
手
当
は
①
②
、
期
末
手
当
・
社
会
保

険
は
①
に
支
給

申
問
電
話
連
絡
を
し
た
後
、
履
歴
書
、
資
格

証
書
（
認
定
資
格
・
保
育
士
・
教
員
免
許
な

ど
を
持
っ
て
い
る
人
）
の
写
し
を
直
接
、
こ

ど
も
支
援
課
☎（
29
）５
０
７
５

意
見（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
岩
国
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画（
素
案
）

　

岩
国
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定
に

当
た
り
、
素
案
に
対
す
る
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

※
提
出
さ
れ
た
意
見
に
市
の
考
え
方
を
付
け

て
公
表
予
定（
氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
）

対
象　

市
内
に
在
住
、
在
学
ま
た
は
勤
務
す

る
人
、
事
業
所
を
有
す
る
も
の
お
よ
び
納
税

義
務
を
有
す
る
も
の

閲
覧
場
所　

市
役
所
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
危
機

管
理
課
、
総
合
支
所
、
支
所
、
出
張
所
、
中

央
図
書
館
、
中
央
公
民
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

ま
す

○
書
体
＝
自
由

※
印
刷
の
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す

○
文
字
色
＝
ご
み
袋
の
文
字
と
同
一
色
ま
た

は
白
抜
き

作
製
枚
数　

約
４
４
０
万
枚

販
売
場
所　

市
内
の
小
売
店
、
ス
ー
パ
ー
な

ど販
売
期
間　

６
月
〜
令
和
５
年
５
月

※
販
売
店
の
在
庫
状
況
に
よ
り
、
期
間
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

掲
載
料
金　

５
万
円
／
枠

募
集
期
間　

１
月
４
日
㈫
〜
31
日
㈪

※
掲
載
す
る
広
告
に
つ
い
て
、
岩
国
市
広
告

掲
載
要
綱
で
、
一
定
の
基
準
を
設
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い

申
所
定
の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

環
境
事
業
課
へ

問
環
境
事
業
課
☎（
31
）５
３
０
４
、
総
合
支

所放
課
後
児
童
教
室
支
援
員
・

補
助
員
の
募
集

　

市
内
の
放
課
後
児
童
教
室
に
勤
務
す
る
パ

ー
ト
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
用
期
間　

４
月
１
日
〜
令
和
５
年
３
月
31

広告掲載イメージ

広告 広告 広告
広告 広告 広告

申
所
定
の
様
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
住
所
、
氏
名
（
匿
名
不

可
）、
年
齢
、
電
話
番
号
、
意
見
を
記
入
し
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
、

危
機
管
理
課
へ

募
集
期
間　

１
月
11
日
㈫
〜
２
月
９
日
㈬

（
消
印
有
効
）

問
危
機
管
理
課
☎（
29
）５
１
１
９

FAX（
22
）４
２
１
３

 kikikanri@
city.iw

akuni.lg.jp

イ
ベ
ン
ト

や
ま
ぐ
ち
農
林
水
産
業

新
規
就
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

対
象　

農
林
水
産
業
へ
の
就
業
を
希
望
す
る

人
、
始
め
た
い
人
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
、

短
期
雇
用
・
パ
ー
ト
ア
ル
バ
イ
ト
希
望
者
、

農
大
生
な
ど

日
時　

１
月
26
日
㈬　

13
時
〜
16
時

場
所　

山
口
県
立
農
業
大
学
校
（
防
府
市
牟

礼
１
０
３
１
８
）

内
容　

個
別
相
談
会
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会
、

新
規
就
業
セ
ミ
ナ
ー

募
集
期
間　

１
月
20
日
㈭
ま
で

申（
公
財
）や
ま
ぐ
ち
農
林
振
興
公
社
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら

問（
公
財
）や
ま
ぐ
ち
農
林
振
興
公
社

☎
０
８
３（
９
０
２
）６
６
９
６

料金の記載がないものは原則無料です

イ
ベ
ン
ト

募　

集
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市
民
活
動
カ
フ
ェ
２
０
２
２

　

市
民
活
動
団
体
な
ど
が
日
頃
の
活
動
を
紹

介
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日
時 

１
月
30
日
㈰ 

10
時
〜
15
時

場
所 

中
央
公
民
館

内
容 

フ
ラ
メ
ン
コ
ダ
ン
ス
、
子
ど
も
小こ
ぬ
か糠

踊
り
、ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
、ピ
ア
ノ
と
オ
ー

ボ
エ
の
演
奏
、
手
作
り
品
・
遊
休
品
・
岩
国

寿
司
販
売
、
子
ど
も
縁
日
、
温
暖
化
診
断
、

紙
ト
ン
ボ
づ
く
り
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
運
営
相
談
・
助
成
金
相
談
な
ど

問
い
わ
く
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）０
２
８
８

２
０
２
２
全
国
さ
く
ら
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
in
岩
国

日
時　

３
月
24
日
㈭
・
25
日
㈮

場
所　

岩
国
国
際
観
光
ホ
テ
ル
、
錦
帯
橋
周

辺
ほ
か

定
員　

①
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＝
約
４
０
０
人　

②
現
地
見
学
会
＝
１
０
０
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

内
容　

①
＝
記
念
講
演
、
活
動
事
例
報
告
な

ど　

②
＝
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
錦
帯
橋
周

辺
の
名
所
を
巡
る

講
師　

〇
記
念
講
演
＝
夏
井
い
つ
き
氏　

募
集
期
間　

１
月
26
日
㈬
ま
で

申
問
由
宇
教
育
支
所
☎（
63
）０
１
２
１

地
方
卸
売
市
場
ふ
れ
あ
い
朝
市

日
時　

１
月
15
日
㈯　

９
時
30
分
〜

※
商
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

場
所　

地
方
卸
売
市
場

内
容　

野
菜
・
果
物
・
水
産
物
・
精
肉
な
ど

を
販
売

※
関
連
店
舗
や
飲
食
店
な
ど
は
常
時
開
放

問
生
産
流
通
課
☎（
32
）７
３
５
５

献
血１

月
の
献
血

３
日
㈪　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
〜
12
時
、
13
時
15
分
〜
15
時
30
分

９
日
㈰　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
〜
12
時
、
13
時
15
分
〜
15
時
30
分

12
日
㈬　

〇
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

９
時
30
分
〜
11
時
15
分　

○
水
道
局　

13
時

15
分
〜
16
時

21
日
㈮　

○
岩
国
総
合
庁
舎　

13
時
〜
16
時

22
日
㈯　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
〜
12
時
、
13
時
15
分
〜
15
時
30
分

※
い
ず
れ
も
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）

問
社
会
課
☎（
29
）５
０
７
０

〇
活
動
事
例
報
告
＝
児
玉
廣
志
氏
、
中
村
裕

三
氏

料
金　

①
＝
無
料　

②
＝
２
千
円

募
集
期
間　

１
月
４
日
㈫
〜
31
日
㈪

申
㈱
日
本
旅
行
岩
国
支
店
へ

※
詳
細
は
岩
国
市
公
式
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

旅
の
架
け
橋
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

問
２
０
２
２
全
国
さ
く
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in

岩
国
実
行
委
員
会
事
務
局（
観
光
振
興
課
内
）

☎（
29
）５
１
１
６

チ
ャ
レ
ン
ジ
道
場

　
　
　
　
　
　

た
こ
あ
げ
大
会

対
象　

幼
児
、
小
学
生

※
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必

要日
時　

１
月
30
日
㈰　

９
時
30
分
〜
12
時

場
所　

潮
風
公
園
み
な
と
オ
ア
シ
ス
ゆ
う

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

お
気
に
入
り
の
絵
を
描
い
て
和
だ
こ

を
作
り
、
み
ん
な
で
た
こ
揚
げ
を
楽
し
む

料
金　

３
０
０
円

持
参
品　

は
さ
み
、
の
り
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ

フ
、
油
性
の
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
、
絵
の
具
、
ク

レ
ヨ
ン
、
た
こ
を
持
ち
帰
る
袋

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう。

献　

血

ホームページ

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。
18広報いわくに



こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

㊡
火
曜
、
祝
日
、
12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日

㈪桂
町
二
丁
目　

☎（
24
）０
８
８
８

工
作
教
室

●
小
学
生
の
工
作
「
ハ
ウ
ス
す
ご
ろ
く
」

対
象　

小
学
生

日
時　

１
月
15
日
㈯　

13
時
30
分
〜
15
時

（
当
日
受
け
付
け
）

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

内
容　

画
用
紙
と
空
き
箱
で
、
み
ん
な
で
遊

べ
る
す
ご
ろ
く
を
作
る

●
お
や
こ
で
こ
う
さ
く「
パ
タ
パ
タ
ふ
く
ろ

う
」

対
象　

２
〜
６
歳
の
幼
児
と
保
護
者

日
時　

１
月
20
日
㈭　

11
時
20
分
〜
11
時
45

を
作
る

募
集
期
間　

１
月
７
日
㈮
ま
で

●
工
作
「
コ
イ
ン
が
消
え
る
箱
」

対
象　

小
学
生

日
時　

１
月
29
日
㈯　

10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

折
り
紙
を
折
っ
て
コ
イ
ン
が
消
え
る

箱
を
作
る

募
集
期
間　

１
月
４
日
㈫
〜
28
日
㈮

申
し
ゅ
う
と
う
児
童
館

岩
国
運
動
公
園

㊡
12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪

平
田
一
丁
目　

☎（
32
）７
４
１
１

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

体
験
講
習
会

対
象　

身
長
１
４
０
㎝
以
上
の
人

日
時　

１
月
29
日
㈯　

10
時
〜
12
時

場
所　

総
合
体
育
館　

武
道
場

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

料
金　

千
円

持
参
品　

室
内
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物募
集
期
間　

１
月
28
日
㈮
ま
で

※
受
講
特
典
で
体
成
分
測
定
を
実
施
し
ま
す

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
岩
国
運
動
公
園

分
（
当
日
受
け
付
け
）

定
員　

５
組
（
先
着
順
）

内
容　

牛
乳
パ
ッ
ク
で
、
動
く
ふ
く
ろ
う
の

お
も
ち
ゃ
を
作
る

問
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

し
ゅ
う
と
う
児
童
館

㊡
日
曜
、
祝
日
、
12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日

㈪周
東
町
下
久
原　

☎（
84
）０
１
１
２

将
棋
教
室

対
象　

小
学
生

日
時　

１
月
15
日
㈯　

10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

ル
ー
ル
を
学
ん
で
将
棋
を
楽
し
む

募
集
期
間　

１
月
４
日
㈫
〜
14
日
㈮

申
し
ゅ
う
と
う
児
童
館

工
作
教
室

●
作
っ
て
遊
ぼ
う
「
凧た
こ

」

対
象　

小
学
生

日
時　

１
月
８
日
㈯　

10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

レ
ジ
袋
を
使
っ
て
よ
く
揚
が
る
た
こ

料金の記載がないものは原則無料です

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の
イベント情報をお届けします。

し
ゅ
う
と
う
児
童
館

こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

岩
国
運
動
公
園

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827(22)3330
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お
は
な
し
会

　
　
　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

●
現
場
に
活
か
す
絵
本
の
読
み
あ
い

対
象　

お
は
な
し
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
、

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
学
校
教
諭
な
ど
、

子
供
の
読
書
活
動
に
関
わ
る
人

※
市
内
在
住
、
市
内
の
お
は
な
し
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
を
優
先

日
時　

２
月
19
日
㈯　

10
時
30
分
〜
12
時

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

内
容　

講
師
が
提
唱
す
る
「
読
み
あ
い
」
に

つ
い
て
、
実
践
を
交
え
て
紹
介
す
る

講
師　

村
中
李
衣
氏

募
集
期
間　

１
月
12
日
㈬　

10
時
〜

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
図
書
館

岩
国
徴
古
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、
12

月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪

横
山
二
丁
目　

☎（
41
）０
４
５
２

企
画
展

●
近
世
岩
国
の
考
え
る
人
々

日
時　

２
月
27
日
㈰
ま
で

内
容　

江
戸
時
代
の
岩
国
に
生
き
た
人
々
の

中
央
図
書
館

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜
、
12
月
29
日
㈬

〜
１
月
４
日
㈫
・
８
日
㈯

南
岩
国
町
四
丁
目　

☎（
31
）０
０
４
６

市
内
全
図
書
館
の
臨
時
休
館

 

１
月
８
日
㈯
は
、
計
画
停
電
に
よ
り
図
書

館
シ
ス
テ
ム
が
停
止
す
る
た
め
、
市
内
の
全

図
書
館
を
休
館
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

閲
覧
や
本
の
予
約
な
ど
も
で
き
ま
せ
ん
。

※
電
子
図
書
館
へ
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
事
業
Ｐ
Ｒ
バ
ナ
ー
か
ら
直
接

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す

問
中
央
図
書
館
、
各
図
書
館

文
庫「
そ
ら
い
ろ
の
お
う
ち
」に
よ
る

ち
い
さ
い
子
の
た
め
の
お
は
な
し
会

対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

日
時　

１
月
13
日
㈭　

10
時
15
分
〜
10
時
45

分定
員　

８
組
程
度
（
先
着
順
）

※
未
就
園
児
以
外
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い募
集
期
間　

１
月
５
日
㈬　

10
時
〜

申
中
央
図
書
館

思
想
や
社
会
に
対
す
る
姿
勢
を
紹
介

●
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

日
時　

１
月
22
日
㈯
、
２
月
６
日
㈰　

10
時

〜
10
時
30
分

定
員 

各
５
人
（
先
着
順
）

募
集
期
間　

１
月
４
日
㈫
〜

申
岩
国
徴
古
館

郷
土
史
研
究
会

●
岩
国
徴
古
館
所
蔵
の
朝
鮮
通
信
使
関
係
資

料
〜
企
画
展
「
朝
鮮
通
信
使
と
岩
国
」
を
ふ

り
か
え
る
〜

日
時　

１
月
16
日
㈰　

10
時
〜
12
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員 

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
岡
智
訓
（
岩
国
徴
古
館
学
芸
員
）

募
集
期
間　

１
月
４
日
㈫
〜

申
岩
国
徴
古
館

古
文
書
講
座

●
初
級
ク
ラ
ス

日
時　

１
月
16
日
㈰　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員 

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

読
み
や
す
い
古
文
書
を
実
践
的
に
読

み
進
め
る

募
集
期
間　

１
月
４
日
㈫
〜

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう。

中
央
図
書
館

岩
国
徴
古
館

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。
20広報いわくに



●
基
礎
ク
ラ
ス

日
時　

２
月
６
日
㈰　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員 

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

文
字
の
調
べ
方
や
文
章
の
読
み
方
な

ど
基
本
事
項
を
押
さ
え
る

募
集
期
間　

１
月
４
日
㈫
〜

※
ど
ち
ら
の
ク
ラ
ス
も
初
め
て
参
加
す
る
人

は
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円
が
必
要

申
岩
国
徴
古
館

科
学
セ
ン
タ
ー

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日
、

12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪

麻
里
布
町
六
丁
目　

☎（
22
）０
１
２
２

科
学
教
室

●
バ
ス
ボ
ム
を
作
ろ
う
！

対
象　

小
学
３
年
〜
６
年
生

日
時　

①
１
月
15
日
㈯　

②
１
月
22
日
㈯　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

定
員　

各
８
人
（
先
着
順
）

内
容　

二
酸
化
炭
素
の
性
質
に
つ
い
て
の
実

験
を
行
っ
た
後
、
バ
ス
ボ
ム
を
作
る

持
参
品　

筆
記
用
具
、
作
品
を
持
ち
帰
る
袋

募
集
期
間　

１
月
５
日
㈬　

９
時
〜

●
世
界
に
一
つ
だ
け
の
ダ
ー
ツ
・
ツ
ー
ル
を

中
央
公
民
館

㊡
12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪

岩
国
四
丁
目　

☎（
43
）０
１
７
４

柳
川
伝
承　

ま
り
・
さ
げ
も
ん

「
小
さ
な
て
ま
り
作
り
体
験
」

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　

２
月
２
日
㈬　

10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

中
央
公
民
館　

第
５
講
座
室

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

て
ま
り
技
法
を
習
い
、
糸
を
使
っ
た

愛
ら
し
い
て
ま
り
を
作
る

※
か
ざ
り
て
ま
り
、
て
ま
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

の
ど
ち
ら
か
を
選
べ
ま
す

講
師　

間
﨑
弘
子
氏
（
て
ま
り
作
家
）

料
金　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
参
品　

眼
鏡
（
必
要
な
人
）

募
集
期
間　

１
月
12
日
㈬　

９
時
〜

申
電
話
ま
た
は
直
接
、
中
央
公
民
館

※
来
館
で
の
直
接

申
し
込
み
優
先

作
ろ
う
！

対
象　

小
学
３
年
〜
６
年
生

日
時　

①
１
月
29
日
㈯　

②
２
月
５
日
㈯　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

定
員　

各
８
人
（
先
着
順
）

内
容　

自
分
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
発
射
機
、
矢
、

的
を
作
っ
て
楽
し
む

持
参
品　

筆
記
用
具
、
作
品
を
持
ち
帰
る
袋

募
集
期
間　

１
月
19
日
㈬　

９
時
〜

申
電
話
で
、
科
学
セ
ン
タ
ー

働
く
婦
人
の
家

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日
、

12
月
29
日
㈬
〜
１
月
３
日
㈪

昭
和
町
一
丁
目　

☎（
22
）０
４
９
０

初
め
て
の
太
極
拳
講
座

　
 
 
 

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　

１
月
26
日
㈬　

10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

内
容　

ゆ
っ
く
り
な
動
き
で
足
腰
を
鍛
え
る

講
師　

木
塚
直
弘
氏

料
金　

５
０
０
円

持
参
品　

動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、
飲

み
物

募
集
期
間　

１
月
23
日
㈰
ま
で

申
働
く
婦
人
の
家

料金の記載がないものは原則無料です

働
く
婦
人
の
家

科
学
セ
ン
タ
ー

中
央
公
民
館

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827(22)3330
21 2022.1.1



み
ん
な
の
写
真
館

　
「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た

お
気
に
入
り
の
「
い
わ
く
に
」
を
毎
月
１
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【今月の一枚】

編
集
・
発
行
/
岩
国
市
総
務
部
広
報
戦
略
課
広
報
班
　
〒
740-8585　

山
口
県
岩
国
市
今
津
町
一
丁
目
14番

51号
　
TEL/0827-29-5016

FA
X/0827-21-3337　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 https://w

w
w
.city.iw

akuni.lg.jp/　
E-m
ail kouhou@

city.iw
akuni.lg.jp　

印
刷
/山
口
印
刷
工
業
㈱

古
紙
パ
ル
プ
配
合
率

70％
再
生
紙
を
使
用

　　募集作品
市内で撮影した写真（人物
写真は、被写体の承諾を得
てください）
　　写真サイズ
JPEG形式のデータ（200万
画素以上）またはＬ判以上
の大きさの写真
　　応募方法
①氏名（ペンネーム可）　
②電話番号　
③作品名　④撮影日　
⑤撮影場所　
を記載し、Eメール、郵送
または直接、広報戦略課へ
　  kouhou@city.iwakuni.lg.jp

380　
広
報
い
わ
く
に

#広報いわくにみんなの写真館
のハッシュタグをつけて、
インスタグラムでも応募で
きます。

皆さんの応募作品はホーム
ページにも掲載しています

撮 影 者：河本 尊志さん
撮 影 日：11月12日
撮影場所：河内神社境内（美川町四馬神）

「木漏れ日の夫婦イチョウ」

岩国市ではさまざまなＳＮＳを活用し、情報発信を行っています。
今回はその一部を紹介します。
問広報戦略課☎（29）5016

岩国市のＳＮＳ
一覧はこちら

※市長夢日記は「年頭のごあいさつ」掲載のため、休載します

岩国市公式ＳＮＳいろいろ

　岩国市のLINE公式アカウント
です。新型コロナウイルス・防災
に関する情報や、さまざまな生活
に役立つ情報を配信しています。

LINE
岩国市公式LINE

　広報いわくにを作っている広報
班員のツイッターです。記事に込
めた思い、取材時の様子、イベン
ト情報などをつぶやきます。

　岩国の魅力を発信するシティプ
ロモーションの公式フェイスブッ
クです。まちの魅力やイベント情
報などを配信しています。

　岩国市シティプロモーション
「ちかくに いわくに」公式アカウ
ントです。岩国の素敵な画像をリ
ポストします。

Twitter
広報いわくにyomoyamabanashi

facebook
ちかくに いわくに

Instagram
ちかくに いわくに

フォローは
こちらから

フォローは
こちらから

友達登録は
こちらから

フォローは
こちらから
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